
　

奥
は
行
き
止
ま
り
、

使
い
勝
手
の
悪
い
袋
地

　

徳
島
市
は
新
ホ
ー
ル
を

文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
建

設
す
る
。
事
業
用
地
の
面

積
は
四
、
六
七
五
㎡
。
そ

の
う
ち
一
、
六
五
〇
㎡
が

「
県
有
地
」
だ
。

　

問
題
は
「
県
有
地
」
の
場

所
と
形
状
。
敷
地
の
西
側
で

Ｊ
Ｒ
線
路
に
沿
っ
た
細
長
い

土
地
だ
。
奥
は
行
き
止
ま
り

の
い
わ
ゆ
る
袋
地
。
出
入
り

す
る
に
は
南
側
の
市
道
を
通

る
し
か
な
い
。

　

現
在
は
地
裁
北
側
で

建
設
中
の
徳
島
中
央
署

の
工
事
関
係
者
の
駐
車

場

に

使

わ

れ

て

い

る

が
、
土
地
の
形
状
と
場

所
か
ら
判
断
す
る
と
非

常
に
使
い
勝
手
の
悪
い

土
地
だ
。

　

こ
の
「
県
有
地
」
は
昭
和

三
十
八
年
に
開
館
し
た
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
使
わ
れ

て
き
た
。
約
五
十
四
年
間
、

文
化
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
土
地
を
引

き
続
い
て
新
ホ
ー
ル
に
使
う

か
ど
う
か
。

　

こ
れ
が
新
ホ
ー
ル

の
「
県
有
地
」
活
用

問
題
だ
が
、
土
地
の

場
所
や
形
状
、
過
去

の
利
用
経
緯
か
ら
す

る
と
、
ベ
ス
ト
の
活

用
方
法
は
文
化
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
く
、
新

ホ
ー
ル
の
敷
地
で
あ

る
こ
と
は
明
白
だ
。

　
「
新
ホ
ー
ル
に

活
用
」
で
認
識
共

有
し
て
い
た
県
と

徳
島
市

　

徳
島
市
と
県
は
こ

の
「
県
有
地
」
を
新

ホ
ー
ル
の
敷
地
に
活

用
す
る
こ
と
で
は
共

通
認
識
を
持
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
県
が

当
初
の
無
償
貸
与
か

ら
市
有
地
と
の
等
価

交
換
へ
と
態
度
を
豹

変
。
新
ホ
ー
ル
の
建

設
事
業
者
選
定
問
題

ま
で
搦
め
て
き
た
た

め
、
県
議
会
、
市
議

会
を
巻
き
込
ん
だ
騒

動
に
発
展
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
に

活
用
さ
れ
て
き
た

一
、
六
五
〇
㎡
の
「
県

有
地
」
を
引
き
続
き
新

ホ
ー
ル
に
活
用
し
よ
う

と
い
う
公
共
用
地
の
利

活
用
問
題
が
、
県
と
徳

島
市
が
対
立
す
る
出
口

の
見
え
な
い
行
政
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
。「
五
選

果
た
し
た
飯
泉
知
事
の

弛
み
か
。
驕
れ
る
者
久

し
か
ら
ず
」
と
顰
蹙
を

買
っ
て
い
る
。

　

「
県
有
地
」
の
利
活

用
問
題
は
現
在
、
飯
泉

知
事
が
記
者
会
見
で

「
市
と
の
協
議
の
無
期

限
停
止
」
を
表
明
し

た
た
め
、
市
と
県
の

協
議
が
進
ま
ず
足
踏

み
状
態
。
土
地
の
形

状
同
様
、
袋
小
路
に

迷
い
込
ん
で
い
る
。

　
「
県
が
市
に
無
償

譲
渡
？！
」、
市
議
会

が
過
去
に
協
定
案

決
議

　

こ
の
ま
ま
で
は
塩

漬
け
に
な
り
そ
う
な

「
県
有
地
」
だ
が
、
過

去
の
経
緯
を
知
る
行

政
関
係
者
ら
か
ら
は

「
あ
の
『
県
有
地
』
は
実
は

市
有
地
で
は
」
と
の
指
摘

が
上
が
っ
て
い
る
。

　

「
県
が
『
県
有
地
』
と

主
張
す
る
土
地
は
、
昭
和

三
十
六
年
頃
に
文
化
セ
ン

タ
ー
北
側
に
立
体
交
差
道
路

が
で
き
た
時
、
市
が
公
園
用

地
を
県
に
道
路
用
地
と
し
て

提
供
す
る
代
わ
り
に
、
県
か

ら
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
は

ず
で
す
。
当
時
の
書
類
を
調

べ
れ
ば
わ
か
る
は
ず
で
す
」。

　

市
に
残
存
す
る
文
書
に

よ
る
と
、
問
題
の
土
地
は

県
が
寺
島
川
を
埋
め
立
て

て
で
き
た
土
地
。
昭
和

三
十
四
年
頃
に
徳
島
市
に

譲
渡
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

譲
渡
の
背
景
に
あ
っ
た
の

が
、
立
体
交
差
の
整
備
と
国

道
の
延
長
。
昭
和
三
十
三
年

に
県
と
国
鉄
（
当
時
）
が
協

力
し
て
事
業
を
行
っ
た
。
で

き
た
の
が
、
現
在
の
国
道

１
９
２
号
線
幸
町
～
徳
島
町

間
の
立
体
交
差
だ
。

　

事
業
に
際
し
、
徳
島
市

が
所
有
し
て
い
た
公
園
用

地
を
県
に
提
供
。
そ
の
代

替
地
と
し
て
県
が
寺
島
川

を
埋
め
立
て
た
土
地
（
問

題
の
県
有
地
）
を
徳
島
市

に
譲
渡
し
た
よ
う
だ
。

　

県
と
徳
島
市
の
土
地
バ
ー

タ
ー
の
根
拠
に
な
る
の
が
徳

島
市
議
会
の
議
決
だ
。
徳
島

市
議
会
は
昭
和
三
十
四
年

九
月
二
十
六
日
、「
徳
島
都

市
計
画
街
路
元
町
安
宅
線

　

演
奏
会
運
営
を
随
契

で
一
手
に
受
注
、
売
上

げ
は
推
計
十
億
円

ウ
ブ
（
山
口
武
治
社

長
）
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
コ
ン
サ
ー

ト
等
の
音
響
や
照
明
、
映

像
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
ホ
ー

ル
の
舞
台
技
術
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

会
社
。
会
社
設
立
は
平
成

四
年
十
月
だ
。

　

「
記
念
オ
ケ
」
で
は
県

文
化
振
興
財
団
や
県
内
自

治
体
か
ら
演
奏
会
の
運
営

を
随
意
契
約
で
一
手
に
受

託
。
七
年
間
で
推
計

約
十
億
円
の
売
上
げ

を
上
げ
て
い
た
。
随

契
理
由
は
「
モ
ウ
ブ

し
か
業
務
が
で
き
な

い
」（
文
化
振
興
財

団
）、「
県
職
員
か
ら

紹
介
さ
れ
た
」（
自

治
体
担
当
者
）
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
こ
の
随
契
理

由
は
根
拠
薄
弱
だ
っ

た
。「
確
か
に
モ
ウ

ブ
は
音
響
分
野
が
強

い
で
す
が
、
演
奏
会

を
運
営
で
き
る
の
は

モ
ウ
ブ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
他
に
数

社
あ
り
ま
す
。
モ
ウ
ブ
と

随
契
せ
ず
、
入
札
で
委
託

業
者
を
決
め
て
い
た
ら
、

経
費
は
縮
減
で
き
た
は
ず

で
す
」（
業
界
関
係
者
）。

　

脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
下
請
け
に
使
い
、

推
計
八
億
円
を
流
し
て

い
た

　

演
奏
会
の
運
営
を
随
契

で
一
手
に
引
き
受
け
て
い

た
モ
ウ
ブ
は
、「
記
念
オ
ケ

疑
惑
」の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ

機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

　

「
記
念
オ
ケ
疑
惑
」
と
は
、

飯
泉
に
よ
る
「
記
念
オ
ケ
」

事
業
の
私
物
化
だ
。
飯
泉

が
お
気
に
入
り
の
音
楽
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
女
性
代
表

を
県
の
政
策
参
与
に
任
命
。

事
業
の
企
画
や
運
営
を
仕

切
ら
せ
、
実
際
の
業
務
に

下
請
け
参
入
さ
せ
約
八
億

円
を
荒
稼
ぎ
さ
せ
て
い
た
。

　

女
性
代
表
の
名
前
は
川
岸

美
奈
子
。
東
京
で
㈲
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
セ
シ
リ
ア
と
い
う

音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
運

営
し
て
い
た
。
事
務
所
は
川

岸
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
。
社

員
も
い
な
い
川
岸
の
個
人
会

社
だ
っ
た
。

　

飯
泉
の
息
の
か
か
っ
た

川
岸
を
下
請
け
に
使
っ

て
い
た
の
が
モ
ウ
ブ
。
文

化
振
興
財
団
や
自
治
体

と
の
契
約
関
係
は
情
報

公
開
で
オ
ー
プ
ン
に
さ

れ
る
が
、
モ
ウ
ブ
と
川
岸

と
の
下
請
け
関
係
は
民

と
民
の
関
係
の
た
め
秘

匿
さ
れ
て
い
た
。

　

も
し
川
岸
の
脱
税
事
件

が
摘
発
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、

飯
泉
懇
意
の
川
岸
が
「
政

策
参
与
」
と
い
う
官
の
顔

と
、「
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代

表
」
と
い
う
民
の
顔
を
使

い
分
け
て
県
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
を
食
い
物
に
し
て
い

た
「
記
念
オ
ケ
」
疑
惑
は

闇
に
葬
ら
れ
て
い
た
。

　

な
ぜ
モ
ウ
ブ
は
飯
泉
懇

意
の
川
岸
を
下
請
け
業
者

に
使
っ
た
の
か
。「
記
念

オ
ケ
」
で
売
り
上
げ
た
推

計
約
十
億
円
の
う
ち
推
計

八
億
円
を
下
請
け
委
託
費

と
し
て
川
岸
に
流
し
た
モ

ウ
ブ
。
事
業
費
の
流
れ
を

追
う
と
、
実
質
的
な
委
託

業
者
は
川
岸
で
、

モ
ウ
ブ
は
金
を
川

岸
に
流
す
た
め
の

「
ト
ン
ネ
ル
会
社
」

と
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
あ
る
ま
い
。

　　

記
念
オ
ケ
疑

惑
の
要
だ
っ
た

モ
ウ
ブ

　

七

年

間

で

約

十
二
億
円
の
公
的

資
金
が
投
入
さ
れ

た
「
記
念
オ
ケ
」。

脱

税

プ

ロ

ダ

ク

シ
ョ
ン
を
下
請
け

業
者
に
使
っ
て
い

た
モ
ウ
ブ
は
、
飯

泉
と
川
岸
と
の
癒
着
が
問

わ
れ
た
記
念
オ
ケ
疑
惑
の

要
だ
っ
た
。

　

本
来
な
ら
、
県
議
会
が

モ
ウ
ブ
の
山
口
社
長
を
総

務
委
員
会
に
呼
ん
で
、「
な

ぜ
東
京
在
住
の
川
岸
を
下

請
け
業
者
に
使
っ
た
の
か
」

「
飯
泉
や
県
職
員
、
文
化
振

興
財
団
担
当
者
な
ど
か
ら

『
川
岸
を
使
え
』
と
の
口
利

き
は
な
か
っ
た
の
か
」
と

徹
底
追
及
す
べ
き
だ
が
、

な
ぜ
か
山
口
社
長
は
ノ
ー

マ
ー
ク
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
な
存
在
だ
っ
た
。

　

脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
下
請
け
に
使
い
、
県
の

文
化
行
政
の
信
用
失
墜
を

招
い
た
モ
ウ
ブ
。
赤
っ
恥

を
か
か
さ
れ
た
県
当
局
の

同
社
に
対
す
る
対
応
も
大

甘
だ
。
本
来
な
ら
公
共
工

事
の
指
名
停
止
措
置
に

準
ず
る
よ
う
な
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
課
す
べ
き
だ
が
、

な
ぜ
か
お
咎
め
な
し
。

　

徳
島
市
は
新
ホ
ー
ル

の
事
業
者
選
定
コ
ン
ペ

で
、
談
合
事
件
を
起
こ

し
た
設
計
会
社
が
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
い
た
企
業

グ
ル
ー
プ
を
失
格
に
し

た
。
徳
島
市
と
比
べ
る
と

県
の
対
応
の
大
甘
ぶ
り
は

歴
然
と
し
て
い
る
。

　

お
咎
め
な
し
で
い
ま

も
続
く
モ
ウ
ブ
と
徳
島

県
の
癒
着
関
係

　

「
記
念
オ
ケ
」
で
モ
ウ
ブ

に
何
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

課
し
て
い
な
い
徳
島
県
。

癒
着
関
係
の
要
と
し
て
秘

密
を
握
る
同
社
へ
の
懐
柔

策
か
、
随
意
契
約
に
よ
る

同
社
へ
の
業
務
委
託
は
今

も
続
い
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
運
営
で
は
、
①

秋
の
阿
波
お
ど
り
②
徳
島
Ｊ

ａ
ｚ
ｚ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
９

③
藍
色
展
２
０
２
０
を
発

注
し
て
い
る
。

　

秋
の
阿
波
お
ど
り
は

県
観
光
政
策
課
が
随
意

契
約
で
委
託
。
委
託
料

は
千
六
百
万
円
だ
。
徳

島
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

２
０
１
９
は
モ
ウ
ブ
が
一

社
参
加
の
公
募
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
委
託
業
者
に
選
ば

れ
て
い
る
。
委
託
料
は
最

大
で
五
百
万
円
だ
。
藍
色

展
２
０
２
０
は
二
社
参
加

の
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

モ
ウ
ブ
が
委
託
業
者
に
選

ば
れ
て
い
る
。
委
託
料
は

最
大
で
五
百
五
十
万
円

だ
。
徳
島
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
Ｗ
ｅ

ｅ
ｋ
２
０
１
９
、
藍
色
展

２
０
２
０
の
事
務
局
は
と

も
に
県
の
県
民
文
化
課
だ
。

　

モ
ウ
ブ
は
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
の
音
響
や
会
場
設
営

業
務
も
県
観
光
協
会
か
ら

随
意
契
約
で
委
託
さ
れ
て

い
る
。
契
約
期
間
は
五
年

間
。
一
年
間
の
委
託
料
は

一
、七
四
〇
万
円
。
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
に
常
駐
さ
せ
て
い

る
音
響
や
会
場
設
営
の
ス

タ
ッ
フ
二
～
三
人
の
人
件

費
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
オ
ケ
疑
惑
で
推
計

八
億
円
を
売
り
上
げ
た
脱

税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、

有
罪
判
決
、
会
社
解
散
と

い
う
「
天
罰
」
が
下
っ
た

が
、
脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ク
を
下
請
け
に
使
い
、
県

の
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
汚
点

を
残
し
た
モ
ウ
ブ
の
禊
は
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福
山
衆
院
議
員
の
転
進
説
が
流
れ
る
次
期
衆
院
選
徳
島
一
区
。
福
山
氏
が
転
進
す
れ
ば
、後
藤
田
衆
院
議
員
、野
党
統
一
候
補
と
の
三
つ
巴
選
挙
か
。
約
一
・
五
万
の
組
織
票
を
持
つ
共
産
が
野
党
統
一
戦
線
に
加
わ
れ
ば
、後
藤
田
、福
山
両
氏
が
共
倒
れ
す
る
可
能
性
も
。

四
月
五
日
投
開
票
の
徳
島
市
長
選
。
現
職
の
遠
藤
彰
良
市
長
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
代
表
の
内
藤
佐
和
子
氏
が
出
馬
表
明
し
た
が
、
水
面
下
で
第
三
の
候
補
擁
立
の
動
き
も
。
前
回
次
点
で
落
選
し
た
立
石
量
彦
弁
護
士
の
動
向
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

「
Ｖ
Ｓ
東
京
」
や
「
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
東
京

を
意
識
し
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
が

空
回
り
す
る
徳
島
県
。
そ

の
「
観
光
貧
県
」
ぶ
り
を

象
徴
す
る
の
が
、
「
観
光

大
使
・
特
使
」
だ
。

　

「
観
光
大
使
・
特
使
」

は
タ
レ
ン
ト
や
文
化
人
な

ど
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
」
に
都
道
府
県

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら

う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

だ
が
、
徳
島
は
四
国
他
県

と
比
べ
て
も
そ
の
無
策
ぶ

り
が
明
白
だ
。

　

高
知
は
「
観
光
大
使
・

特
使
」
の
人
数
が
平
成

二
十
九
年
九
月
の
時
点
で

四
百
九
十
五
名
と
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
で
圧
倒
す

る
。
香
川
は
海
外
の
著
名

人
を
起
用
す
る
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
な
「
観
光
大
使
・

特
使
」
で
知
ら
れ
る
。
愛

媛
は
「
観
光
大
使
・
特
使
」

の
一
般
公
募
で
独
自
路
線

を
歩
ん
で
い
る
。

　

徳
島
は
人
気
声
優
四
名

が
徳
島
観
光
大
使
に
就
任

す
る
な
ど
若
者
中
心
に
Ｐ

Ｒ
が
進
ん
で
い
る
が
、
他

の
三
県
と
比
較
す
る
と
、

ア
イ
デ
ア
と
パ
ワ
ー
不
足

が
否
め
な
い
。

　

四
国
各
県
の
「
観
光
大

使
・
特
使
」
に
は
次
の
よ

う
な
人
々
が
就
任
し
て
い

る
（
抜
粋
）
。

　

●
高
知
…
プ
ロ
野
球
の

藤
川
球
児
さ
ん
、
解
説
者

の
江
本
孟
紀
さ
ん
、
作
家

の
吉
田
類
さ
ん
、
タ
レ
ン

ト
の
間
寛
平
さ
ん
、
円
広

志
さ
ん
、
島
崎
和
歌
子
さ

ん
、
南
海
キ
ャ
ン
デ
ー
ズ

の
山
ち
ゃ
ん
、
歌
手
の
三

山
ひ
ろ
し
さ
ん
、
落
語
家

の
桂
文
枝
さ
ん
、
俳
優
の

船
越
英
一
郎
さ
ん
、
歌
人

の
俵
万
智
さ
ん
、
料
理
人

の
陳
建
太
郎
さ
ん
、
格
闘

家
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
タ
ス

さ
ん
な
ど
。

　

●
愛
媛
…
俳
優
の
藤
岡

弘
、さ
ん
、歌
手
の
水
樹
奈
々

さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の
友
近
さ

ん
、
ス
ポ
ー
ツ
評
論
家
の
二

宮
清
純
さ
ん
な
ど
。

　

●
香
川
…
野
球
評
論
家

の
中
西
太
さ
ん
、
ア
イ
ド

ル
の
古
川
未
鈴
さ
ん
、「
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
（
香
川
に
縁
の
あ

る
国
内
外
人
三
十
一
名
）

な
ど
。

　

●
徳
島
…
大
相
撲
の
白

鵬
関
、
俳
優
の
倉
科
カ
ナ

さ
ん
、
声
優
の
今
井
麻
美

さ
ん
、
喜
多
村
英
梨
さ
ん
、

阿
久
津
加
菜
さ
ん
、
五
十

嵐
裕
美
さ
ん
な
ど
。

　

「
観
光
大
使
・
特
使
」

を
活
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦

略
で
競
う
四
国
四
県
。
問

題
は
ど
れ
だ
け
の
誘
客
効

果
が
あ
っ
た
か
。
目
安
の

一
つ
が
都
道
府
県
別
の
延

べ
宿
泊
者
数
だ
。

　

観
光
庁
が
ま
と
め
た
も

の
だ
が
、
平
成
三
十
年

の
デ
ー
タ
で
は
愛
媛
が

四
二
四
万
人
、
香
川
が

四
〇
四
万
人
、
高
知
が

三
〇
一
万
人
、
徳
島
が

二
二
二
万
人
。
徳
島
は
他

の
三
県
に
大
き
く
差
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

民
間
の
「
Ｊ
タ
ウ
ン
研

究
所
」
の
「
一
生
行
か
な

そ
う
な
都
道
府
県
」
ラ
ン

キ
ン
グ
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

９
位
、
四
国
で
ワ
ー
ス
ト

１
の
徳
島
県
。い
く
ら
「
観

光
大
使
・
特
使
」
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
戦
略
を
展
開
し

て
も
、
県
内
の
観
光
資

源
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が

な
い
と
話
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｒ
汚
職
で
激
震
？！

　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
カ
ジ
ノ
構
想

終
わ
っ
て
い
な
い
。

　

癒
着
関
係
が
い
ま
も
続

く
県
当
局
と
モ
ウ
ブ
。「
記

念
オ
ケ
」
で
失
墜
し
た
県

民
の
信
頼
を
回
復
し
「
第

二
、
第
三
の
川
岸
美
奈
子
」

の
暗
躍
を
許
さ
な
い
た
め

に
も
、
県
民
か
ら
県
政

チ
ェ
ッ
ク
を
負
託
さ
れ
て

い
る
県
議
会
は
、
脱
税
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
下
請
け

に
使
っ
た
同
社
と
県
の
癒

着
関
係
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
、
そ
の
実
態
を
県
民

に
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
。

　

当
社
は
モ
ウ
ブ
の
山

口
社
長
に
質
問
状
を
提

出
し
た
が
、
一
月
十
七

日
現
在
、
同
社
長
か
ら

の
回
答
は
な
い
。

　
【
ウ
イ
ス
キ
ー
】

　

若
者
の
ビ
ー
ル
離
れ
が
深

刻
な
日
本
。
し
か
し
ア
ル
コ
ー

ル
離
れ
を
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
単
な
る
嗜
好
の
違
い

な
の
だ
。

　

有
名
な
ア
ル
コ
ー
ル
製
品

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
、
ビ
ー

ル
の
売
上
げ
急
落
と
共
に
、

ハ
イ
ボ
ー
ル
人
気
の
高
ま
り

で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
売
り
上
げ

が
増
大
し
た
と
い
う
。

　

高
ま
る
ウ
イ
ス
キ
ー
人
気

は
、
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
量

が
激
減
す
る
と
い
う
事
態
も

招
い
て
い
る
。

　

今
世
界
中
で
持
て
は
や
さ
れ

る
日
本
製
ウ
イ
ス
キ
ー
。
世
界

的
に
権
威
の
あ
る
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」
に

お
い
て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
本

場
、
英
国
の
お
株
を
奪
い
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
続
け
、
今
で

は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー

部
門
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
開
設

さ
れ
て
い
る
程
な
の
だ
。

　

一
昨
年
に
は
「
山
崎
五
十

年
」
が
香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
三
千
二
百
五
十
万
円
と

い
う
高
値
で
落
札
さ
れ
世
間

を
驚
か
せ
た
。
現
在
、
数
多

く
の
「
山
崎
」
が
世
界
中
に

持
ち
出
さ
れ
、
国
内
シ
ェ
ア

が
著
し
く
減
少
し
た
の
だ
。

　

何
事
も
本
気
で
手
を
抜
か

な
い
日
本
人
の
職
人
気
質
が

世
界
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
な
の
だ
が
、
一
方
で
原

料
が
無
く
な
っ
て
来
て
い
る

現
状
か
ら
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の

有
名
銘
柄
数
種
類
が
製
造
終

了
を
発
表
す
る
と
い
う
事
態

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
昔
、「
ダ
ル
マ
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
た「
オ
ー
ル
ド
」や
、

赤
い
ラ
ベ
ル
の
「
レ
ッ
ド
」、
王

様
の
絵
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
「
ブ
ラ
ッ
ク
ニ
ッ
カ
」、
出
た

ば
か
り
の
給
料
で
買
っ
て
帰
っ

た
「
ホ
ワ
イ
ト
」
や
「
角
ビ
ン
」

を
、
ふ
と
懐
か
し
く
思
っ
た
。

　

中
国
企
業
か
ら
利
益
を
享

受
し
た
と
し
て
東
京
十
五
区

選
出
の
秋
元
衆
院
議
員
が

収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
出
た
か
」、「
カ

ジ
ノ
誘
致
は
相
当
儲
か
る
ん

や
ろ
な
」。
様
々
な
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、「
大
阪
は
大
丈

夫
か
？
」、「
大
阪
も
や
っ
と

る
ん
と
ち
ゃ
う
か
？
」。
こ
う

い
う
声
が
上
が
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
一
度
起
き

た
こ
と
は
今
後
は
無
い
と
言

い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
は
経
済
の
劇

薬
と
い
わ
れ
て
い
る
。
博
打

の
胴
元
を
行
政
が
行
う
訳
な

の
だ
か
ら
、
息
を
し
て
い
る

間
に
行
政
の
金
庫
は
貯
ま
っ

て
い
く
の
だ
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
地
元
住

民
は
数
々
の
ス
ト
レ
ス
に
悩
ま

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
赤
の

他
人
、
し
か
も
博
打
を
し
に

や
っ
て
く
る
人
た
ち
な
の
だ

か
ら
余
計
物
騒
に
思
え
る
。

　

そ
れ
ら
住
民
の
不
安
を
解

消
で
き
て
こ
そ
の
Ｉ
Ｒ
構
想

だ
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
を

決
定
す
る
側
の
人
間
が
個
人

的
に
利
益
を
享
受
し
て
い

た
。
し
か
も
法
律
に
反
す

る
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
が

シ
ョ
ッ
ク
な
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
構
想
を
推
進
す

る
大
阪
維
新
の
会
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
ク
リ
ー
ン
で
透

明
感
の
あ
る
Ｉ
Ｒ
事
業

を
今
以
上
に
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
。
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大
阪
、
心
斎
橋
の
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

て
い
た
彼
女
。
こ
れ
か
ら
売

り
出
す
と
い
う
異
色
の
新
人

シ
ン
ガ
ー
「
リ
エ
」
さ
ん
だ
。

　

「
ジ
ャ
ズ
を
好
き
に
な
っ

た
の
は
子
ど
も
の
頃
に
『
フ

ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・

ム
ー
ン
』
を
無
意
識
に
鼻
歌

で
歌
っ
て
い
た
の
に
気
が
付

い
た
の
が
始
ま
り
で
す
」
と

リ
エ
さ
ん
。

　

同
曲
の
歌
詞
を
調
べ
聞
き

込
ん
で
耳
コ
ピ
し
た
と
き
に

面
白
く
な
っ
て
、
次
々
に
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
マ
ス

タ
ー
し
て
い
っ
た
の
だ
と
か
。

「
遅
咲
き
で
す
が
、
満
開
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
」と
彼
女
。

　

是
非
と
も
応
援
し
た
い
。

（
立
体
交
差
）
施
行
に
伴
う

協
定
に
つ
い
て
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
議
案
を
議
決

し
て
い
る
。

　

協
定
は
、
当
時
の
原
菊
太

郎
知
事
を
「
甲
」、
豊
田
幸

太
郎
市
長
を
「
乙
」
と
す

る
も
の
で
、
立
体
交
差
事
業

に
つ
い
て
八
項
目
を
取
り
決

め
て
い
る
。
そ
の
第
三
項
に

「
甲
は
寺
島
川
の
埋
立
地
（
約

五
〇
二
坪
）
を
乙
に
無
償
で

譲
渡
す
る
も
の
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

「
寺
島
川
の
埋
立
地
（
約

五
〇
二
坪
）」
と
は
、
現
在

問
題
に
な
っ
て
い
る
「
県

有
地
」。
県
と
徳
島
市
が
そ

の
後
、
こ
の
協
定
を
正
式

に
締
結
し
た
か
ど
う
か
は

協
定
書
が
残
っ
て
い
な
い

た
め
不
明
だ
。
だ
が
、
少

な
く
と
も
市
議
会
の
議
決

か
ら
は
、
県
と
徳
島
市
が

土
地
を
バ
ー
タ
ー
し
、
問

題
の
「
県
有
地
」
が
徳
島

市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　

県
民
市
民
が
所
有
す

る
公
有
地
を
い
か
に
有

効
活
用
す
る
か

　

徳
島
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ

た
形
跡
の
あ
る
「
県
有
地
」

は
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年

に
県
を
名
義
と
す
る
所
有
権

が
登
記
さ
れ
て
い
る
。
飯
泉

知
事
は
こ
の
登
記
を
持
っ

て
「
県
有
地
」
と
主
張
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
徳
島
市
に
無

償
譲
渡
さ
れ
た
は
ず
の
土
地

が
県
の
所
有
地
と
し
て
登
記

さ
れ
た
の
か
。
関
係
書
類
が

残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

経
緯
は
謎
の
ま
ま
だ
。

　

登
記
は
「
県
有
地
」
だ

が
、
過
去
の
経
緯
か
ら
す
る

と
「
市
有
地
」
か
も
知
れ
な

い
約
一
、六
五
〇
㎡
の
土
地
。

白
黒
つ
け
る
に
は
裁
判
で
争

う
し
か
な
い
が
、
土
地
の
所

有
を
め
ぐ
っ
て
県
と
市
が
法

廷
闘
争
を
演
じ
る
と
い
う
こ

と
は
、
公
有
財
産
の
杜
撰
な

　

飯
泉
知
事
が
県
の
文
化
行
政
に
汚
点
を
残
し
た
「
と
く
し
ま
記
念
オ
ケ
」。

東
京
の
脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
約
八
億
円
の
公
金
が
流
れ
て
い
た
と
い
う
も

の
だ
。
脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
「
記
念
オ
ケ
」
か
ら
外
さ
れ
、
会
社
解
散
と

い
う
運
命
を
辿
っ
た
。
だ
が
脱
税
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
下
請
け
に
使
い
、
疑
惑

隠
し
に
一
役
買
っ
た
徳
島
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
は
ノ
ー
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
。
い
ま
も

県
と
の
癒
着
関
係
を
キ
ー
プ
し
、
県
か
ら
相
次
い
で
仕
事
を
貰
っ
て
い
る
。
イ

ベ
ン
ト
会
社
の
名
前
は
㈱
モ
ウ
ブ
。「
記
念
オ
ケ
」
で
は
演
奏
会
の
運
営
を
随

意
契
約
で
受
注
。
七
年
間
で
推
計
約
二
億
円
を
稼
い
で
い
た
。（
文
中
敬
称
略
）。

　
「
県
有
地
」
は
も
し
か
し
た
ら
「
市
有
地
」
か
も
？！
…
。
新
ホ
ー
ル
建
設
事

業
の
「
県
有
地
」
活
用
問
題
で
、
県
や
県
議
会
、
市
議
会
か
ら
批
判
に
さ
ら
さ

れ
る
遠
藤
・
徳
島
市
長
。
飯
泉
知
事
か
ら
は
「
野
球
や
ろ
う
と
合
意
し
た
の
に
、

途
中
で
サ
ッ
カ
ー
始
め
た
」
と
扱
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
県
が
「
県
有
地
」

と
主
張
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
土
地
利
用
経
緯
か
ら
「
市
有
地
」
で

あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
る
。
も
し
「
市
有
地
」
だ
っ
た
ら
、
遠
藤
市
長
を

散
々
虚
仮
に
し
た
落
と
し
前
を
ど
う
つ
け
る
？
、
飯
泉
知
事
…
。

　

私
は
●
●
大
学
の
心
理
学

科
に
子
供
を
通
わ
せ
て
い
る

者
で
す
。

　

休
み
明
け
に
子
供
を
送
っ

て
い
っ
た
際
に
、
ラ
ー
メ
ン

屋
の
近
く
で
貴
紙
を
見
つ
け

ま
し
た
の
で
、
手
紙
を
出
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
国
家
資
格
と
な
る

公
認
心
理
師
の
資
格
が
取
れ

る
四
国
で
唯
一
の
大
学
と
い

う
こ
と
で
、
高
校
の
教
員
に

も
勧
め
ら
れ
て
入
学
さ
せ
た

の
で
す
が
、
色
々
と
子
ど
も

が
聞
い
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
専
門
の
先
生
が
い
な
い

と
い
う
の
で
す
。
私
も
ネ
ッ

ト
な
ど
で
調
べ
て
み
ま
し
た

が
、
公
認
心
理
師
の
養
成
に

は
病
院
な
ど
の
医
療
だ
け
で

な
く
、
教
育
・
産
業
・
福
祉
・

司
法
な
ど
の
専
門
的
な
教
員

が
必
要
な
よ
う
な
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
専
門
の
先
生
が
い

な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

子
ど
も
は
病
院
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
て
、
私
ど
も
は
応
援
す

る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
そ

も
そ
も
そ
の
専
門
の
先
生
が

い
な
く
て
、
質
問
に
行
っ
た

ら
「
専
門
で
な
い
か
ら
わ
か

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
も

い
い
ま
す
。
し
か
も
心
理
学

科
な
の
に
心
理
学
を
専
門
と

し
て
研
究
を
し
て
き
た
先
生

も
い
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
が

元
公
務
員
の
天
下
り
だ
と
の

こ
と
で
し
た
。
ほ
か
の
学
科

に
い
る
子
ど
も
の
友
達
の
話

だ
と
、
小
学
校
や
高
校
の
先

生
を
退
職
し
た
天
下
り
の
人

も
多
い
よ
う
で
す
。

　

文
部
科
学
省
に
こ
ん
な
こ

と
で
良
い
の
か
と
電
話
を
し

よ
う
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
が
人
質
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
そ

れ
も
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

●
●
大
学
で
す
が
大
学
は

公
器
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

公
益
に
反
す
る
と
考
え
ま
し

た
の
で
お
調
べ
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

匿
名
で
失
礼
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
事
情
を
お
察
し
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、

子
ど
も
の
こ
と
以
外
で
利
害

関
係
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

管
理
実
態
を
市
民
県
民
に
知

ら
し
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　

「
県
有
地
だ
ろ
う
が
、
市

有
地
だ
ろ
う
が
、
公
有
地
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

市
民
県
民
の
土
地
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
県
や
県
議
会

は
『
徳
島
市
が
人
の
土
地
で

勝
手
に
ホ
ー
ル
計
画
を
進
め

や
が
っ
て
…
』
と
憤
り
ま
す

が
、
問
題
の
土
地
は
県
民
の

土
地
で
あ
っ
て
、
飯
泉
知
事

の
土
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
記
上
は
県
有
地
で
す
が
、

過
去
の
経
緯
か
ら
す
る
と
市

有
地
か
も
知
れ
な
い
ん
で
す

か
ら
、
不
毛
な
権
利
の
主
張

合
戦
は
鉾
を
収
め
て
、
県
民

市
民
が
所
有
者
で
あ
る
公
有

地
の
ベ
ス
ト
な
利
活
用
策
は

何
か
を
議
論
す
べ
き
で
す
。

所
有
を
主
張
す
る
県
に
公
益

に
プ
ラ
ス
に
な
る
利
活
用
策

が
な
い
の
な
ら
、
文
化
セ
ン

タ
ー
同
様
、
新
ホ
ー
ル
に
活

用
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
文
化
団
体
関
係
者
）。

二宮清純さん

▲「マチ★アソビ」の会場で徳島観
光大使の任命を受ける人気声優たち。

▲新ホールが建設される文化センター跡
地。「県有地」は車が駐車されている線路
沿いの土地だ。

▲徳島市議会が昭和３４年に議決した徳島市
と県との協定書（案）。「県が徳島市に土地を
無償譲渡する」と明記されている。

モ

▲

歴
史
好
き
が
高
じ
て
高
知
県

の
観
光
大
使
に
就
任
し
た
南
海

キ
ャ
ン
デ
ー
ズ
の
山
ち
ゃ
ん
。

右
は
夫
人
の
蒼
井
優
さ
ん
。




